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2012 年 7 月 26 日 

 

ミスミグループ本社 2013 年 3 月期 第 1 四半期 連結業績 

～ 第 1四半期（4-6 月期）として過去最高の売上高・利益を更新 ～ 

 

株式会社ミスミグループ本社は本日、2013 年 3 月期 第 1 四半期（2012 年 4 月 1 日～2012 年   

6 月 30 日）の連結業績を発表しました。主な業績数値は以下の通りです。 

 

【決算ベース】 

（百万円） 
2012年 3月期 

第 1四半期 

2013年 3月期 

第 1四半期 
増減率 

売上高 31,369 32,687 ＋4.2％ 

営業利益 4,046 4,673 ＋15.5％ 

純利益 2,463 2,833 ＋15.0％ 

1株当たり純利益 27.51 円 31.71 円 ＋ 4.2円 

 

 

【事業売却に伴う実質ベース】 

（百万円） 
2012年 3月期 

第 1四半期※ 

2013年 3月期 

第 1四半期 
増減率 

売上高 30,520 32,687 ＋7.1％ 

営業利益 4,042 4,673 ＋15.7％ 

純利益 2,459 2,833 ＋15.2％ 

※2012 年 3 月期第 1四半期実績から事業売却したプロミクロスの業績を控除 

 

 

 

＜2013 年 3 月期 第 1 四半期の連結業績ハイライト＞ 

 

1. 世界的な経済成長の減速が鮮明になるなか、グローバル市場におけるミスミ事業

モデルの浸透により増収・増益を達成 

 

• 2013 年 3 月期 第 1 四半期の売上高は 326 億円、前年同期比 4.2％の増収となりました。

10 四半期連続で増収を達成し、また第 1四半期として過去最高を更新しました。 

なお、これまで連結業績に含まれていた動物病院・開業医向け医療材料関連事業（プロ

ミクロス）は、事業売却に伴い当四半期より連結対象から外れております。 

昨年度第 1 四半期からプロミクロスの業績を控除して比較した場合、売上高は前年同期

比 7.1%の増収となります。 

• 欧州債務危機の深刻化に伴う欧州経済の低迷、中国をはじめとするアジア経済成長の減

速、円高進行など、当社を取り巻く厳しい経営環境が継続しています。こうした環境下、

グローバル市場においてミスミ事業モデルの浸透に向けた取り組みを強化した結果、国

内および海外ともに引き続き増収を達成することができました。 

• 営業利益は 46 億円（前年同期比＋15.5％）、純利益は 28 億円（同＋15.0％）と売上高

同様に第 1 四半期として過去最高を更新しました。円高の影響はあったものの、売上高

の増加および原価率の改善により前年同期比で 2桁の大幅な営業増益となりました。 
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2. 全セグメントで 10 四半期連続増収 

• 当第 1四半期のセグメント別売上高は、自動化事業 213 億円（前年同期比＋8.2％）、 

金型部品事業 73 億円（同＋9.3％）、エレクトロニクス事業 31 億円（同＋4.9％）、 

その他事業 17 億円（同＋11.8％）、と引き続き全セグメントで伸長しました。 

• ファクトリーオートメーション関連の自動化事業は 3 四半期連続で過去最高売上高を更

新しています。 

 

 

3. 海外売上高比率は 29.9％（前年同期比＋1.1pt）と過去最高を更新 

• 当第１四半期の海外売上高は 97 億円（同＋8.2％、現地通貨ベース＋12.5％）、 

海外売上高比率は 29.9％（同＋1.1pt）となり、いずれも四半期として過去最高を更新

しました。 

• 地域別売上高は、以下の通りです。 

 売上高（百万円） 前年同期比 

  2012 年 3 月期 

第 1四半期 

2013 年 3 月期

第 1四半期 
増減率 

現地通貨 

ベース 

事業売却に伴

う実質ベース

日本  22,331  22,906 ＋2.6％ － ＋6.6％

海外  9,037  9,781 ＋8.2％ ＋12.5％ － 
 アジア 6,876  7,267 ＋5.7％ ＋8.9％ － 
 北米・南米 1,231  1,552 ＋26.0％ ＋28.1％ － 
 欧州 929  961 ＋3.4％ ＋18.2％ － 

• 今後もグローバル市場におけるミスミ事業モデルの更なる浸透をはかり、成長の牽引役

である国際事業を拡大してまいります。 

 

 

4. 2013 年 3 月期連結業績予想は据え置き 

• 2012 年 5 月 17 日公表の通期業績予想に変更はありません。 

• なお、売上・営業利益は 2期連続、純利益は 5期ぶりに過去最高を更新する見通しです。 

 

2013 年 3 月期 連結業績予想（2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 純利益 
1株当たり 
純利益 

1株当たり
配当金 

 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 

第2四半期累計 67,000 8,150 8,150 4,700 52.63 13.16

通期 138,000 17,000 17,000 9,850 110.31 27.60

 

［業績予想に関する留意事項］ 
この資料に掲載されている2013年3月期の見通しおよび将来に関する記述部分につきましては、国内および諸外

国の経済状況、各種通貨の為替レートの変動、業績に影響を与えるその他の要因等、現時点で入手可能な情報を
もとに、当社および当社グループが合理的であると判断した一定の前提に基づいておりますが、リスクや不確実
性を含んでおります。従いまして、これらの将来に関する記述のみに全面的に依拠して投資判断を下すことは控
えるようお願い致します。実際の業績は、様々な要素により、これら業績予想とは大きく異なる結果となり得る
ことをご承知おきください。 
実際の業績に影響を与えうる重要な要素には当社および当社グループを取り巻く経済情勢、市場の動向、為替 

レートなどが含まれます。 

2013 年 3 月期 第 1四半期の当社連結業績の詳細は、決算短信をご参照ください。 

 


